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1 水質

（概要）

水質汚濁は、昭和 30 年代からの急速な工業化や都市化の進展により表面化し、早急に対処すべ

き問題となりました。こうしたことから、昭和 42 年 8 月に公害対策基本法が施行され、昭和 45 年 4 月

に水質汚濁に係る環境基準が閣議決定されました。同年 12 月に水質汚濁防止法が公布され、翌昭

和 46 年 6 月に施行されました。このような各種の施策により工場や事業場からの排水規制が強化さ

れ、同所からの水質汚濁は軽減されました。しかし、都市化や生活様式の変化により一般家庭からの

排水が水質汚濁に大きく影響を与えるようになりました。愛知県においては、昭和 55 年 2 月に「愛知

県生活排水対策推進要綱」が制定されました。平成 2年には、水質汚濁防止法の改正で、生活排水

対策の推進が追加されました。

本市では、昭和 58 年より香流川、雁又川、堀越川、香桶川、鴨田川、植田川の水質検査を実施し、

水質汚濁の状況を監視してきました。平成10年より、神明川、東山川、森孝川においても水質検査を

実施し、本市の河川全ての水質検査を実施しています。

本市を流れる河川については、水質汚濁に係る環境基準の水域類型の指定を受けていませんが、

矢田川上流（大森橋より上流）の類型を摘要して判断しています。

河川水質検査結果

9河川、15 箇所の水質検査結果（データＰ62～、位置図Ｐ66 参照）

1 香流川

⑴砂防公園、⑵神明川合流点、⑶湯の花水門、⑷香桶川合流点、⑸石田橋、⑹下川原橋

2 神明川

3 東山川

4 雁又川

⑴雁又橋、⑵上西浦橋

5 堀越川

6 鴨田川上流

7 鴨田川下流（藤ノ木川合流点）

8 植田川

9 森孝川

生活環境の保全に関する環境基準

河川

香流川は、水域の指定がありませんので、矢田川上流(大森橋上流）の基準を適応しています。

利用目的の適応

性

水素イオン

濃度（ｐＨ）

生物化学的

酸素要求量

（ＢＯＤ）

浮遊物質

量（ＳＳ）

溶存酸素量

（ＤＯ）

大腸菌群数

Ｄ類型 工業用水 2級農

業用水

及び

工業用水 3級環

境保全

6.0 以上 8.5

以下

8ｍｇ/Ｌ以下 100ｍｇ/Ｌ

以下

2ｍｇ/Ｌ以上 -
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用語

ＰＨ ： Power of Hydrogen 水素イオン指数

水の酸性、アルカリ性の度合いを表す指標で、水素イオン濃度の逆数の常用対数となります。ＰＨが

7 の時中性でそれより大きいときはアルカリ性、小さいとき酸性になります。

ＢＯＤ ： Biochemical Oxygen Demand 生物化学的酸素要求量

溶存酸素（DO）が十分ある中で、水中の有機物が好気性微生物により分解されるときに消費される酸

素の量のことをいい、普通 20℃で 5日間暗所で培養したときの消費量を指します。有機物汚染のお

およその指標になりますが、微生物によって分解されにくい有機物や、毒物による汚染の場合は測定

できません。逆にアンモニアや亜硝酸が含まれている場合は微生物によって酸化されるので、測定値

が高くなる場合があります。

BODが高いと DOが欠乏しやすくなり、BOD が 10mg/リットル以上になると悪臭の発生などが起こり

やすくなります。

ＣＯＤ ： Chemical Oxygen Demand 化学的酸素要求量

水中の有機物などを酸化剤で酸化するときに消費される酸化剤の量を酸素の量に換算したもので

す。

CODは、河川には環境基準値がなく、湖沼、海域には定められています。

ＳＳ ： Suspended Solids 浮遊物質

水中に浮遊又は懸濁している直径 2mm以下の粒子状物質のことで、粘土鉱物による微粒子、動植

物プランクトンやその死骸、下水、工場排水などに由来する有機物や金属の沈殿物が含まれます。

浮遊物質が多いと透明度などの外観が悪くなるほか、魚類のえらがつまって死んだり、光の透過が妨

げられて水中の植物の光合成に影響することがあります。

ＤＯ ： Dissolved Oxygen 溶存酸素量

酸素の溶解度は水温、塩分、気圧等に影響され、水温が高くなると小さくなります。DOは河川や海域

の自浄作用、魚類などの水生生物の生活には不可欠なものです。一般に魚介類が生存するために

は 3mg/リットル以上、好気性微生物が活発に活動するためには 2mg/リットル以上が必要で、それ以

下では嫌気性分解が起こり、悪臭物質が発生します。

＊用語の解説は、国土交通省 関東地方整備局 京浜河川事務所の用語集から引用しました。
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1-（1）香流川(砂防公園） 年度平均（年 2 回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 7.15 1.30 3.45 5.50 10.10 1.15 0.09

令和元年度 7.35 2.15 6.15 12.0 11.5 2.00 0.18

令和 2年度 7.30 5.10 5.60 177.5 10.80 4.05 0.75

令和 3年度 7.45 4.90 2.90 10.50 10.50 2.75 0.16

令和４年度 7.45 3.05 5.20 7.00 10.90 2.12 0.15

1-（2）香流川（神明川合流点） 年度平均（年 6 回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 7.13 1.65 3.60 3.17 9.00 1.55 0.10

令和元年度 7.23 1.37 5.00 7.50 10.35 1.20 0.10

令和 2年度 6.95 0.65 1.75 3.0 9.15 2.15 0.03

令和 3年度 7.45 1.30 4.10 2.83 9.87 1.11 0.07

令和４年度 7.13 1.37 3.88 2.33 9.67 1.38 0.09

1-（3）香流川（湯の花水門） 年度平均（年 6回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 7.35 2.30 4.08 6.17 9.17 1.73 0.17

令和元年度 7.40 1.30 4.30 3.00 12.0 1.10 0.18

令和 2年度 7.36 2.61 4.66 4.13 9.92 2.75 0.19

令和 3年度 7.53 1.18 4.13 8.00 9.48 1.22 0.12

令和４年度 7.45 1.40 3.65 2.50 9.97 1.57 0.13

1-（4）香流川（香桶川合流点） 年度平均（年 6 回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 7.22 2.18 4.32 4.33 9.48 2.02 0.16

令和元年度 7.27 1.40 4.92 8.83 11.67 1.30 0.14

令和 2年度 7.33 1.3 3.45 1.83 10.17 1.60 0.11

令和 3年度 7.40 1.25 3.95 2.83 9.52 1.38 0.11

令和４年度 7.33 1.73 3.65 2.40 10.32 1.58 0.10

1-（5）香流川（石田橋） 年度平均（年 2 回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 6.85 3.95 7.75 6.00 8.90 5.45 0.27

令和元年度 7.20 8.30 16.0 12.5 9.80 5.15 0.43

令和 2年度 7.10 5.60 9.35 6.50 8.95 9.65 0.77

令和 3年度 7.20 4.70 8.10 5.00 7.30 5.30 0.23

令和４年度 7.05 4.80 9.10 9.00 10.00 6.40 0.34

1-（6）香流川（下川原橋） 年度平均（年 6 回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 6.95 3.62 6.22 6.00 7.45 4.05 0.24

令和元年度 7.08 3.87 8.80 8.83 9.27 4.43 0.28

令和 2年度 7.20 6.60 6.90 5.17 7.63 6.15 0.25

令和 3年度 7.18 4.25 6.45 4.67 7.90 4.27 0.22

令和４年度 7.12 4.55 7.05 5.17 7.80 5.37 0.24
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2 神明川（上流） 年度平均（年 2回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 6.65 1.90 4.65 8.00 8.30 2.55 0.08

令和元年度 7.10 0.80 3.20 6.00 9.60 2.10 0.10

令和 2 年度 6.95 0.65 1.75 3.00 9.15 2.15 0.03

令和 3 年度 7.35 2.65 5.40 8.50 9.75 2.35 0.13

令和４年度 6.95 2.20 3.55 6.00 10.45 2.05 0.03

3 東山川 年度平均（年 2 回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 6.55 0.75 5.15 11.00 6.65 0.82 0.07

令和元年度 6.75 <0.5 4.40 7.50 7.85 1.35 0.07

令和 2 年度 6.00 0.50 1.75 10.20 7.40 1.90 0.01

令和 3 年度 6.55 0.65 3.85 11.50 7.85 1.04 0.04

令和４年度 6.00 0.73 5.85 43.50 8.55 1.48 0.09

4-（1）雁又川（雁又橋） 年度平均（年 6 回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 7.40 5.22 8.32 6.00 9.27 5.13 0.63

令和元年度 7.08 12.57 24.30 28.33 9.37 6.07 1.08

令和 2年度 7.00 20.00 16.53 12.50 6.00 5.08 0.78

令和 3年度 7.37 8.33 12.67 7.83 7.25 8.00 1.11

令和４年度 7.33 16.38 24.88 19.33 7.50 8.32 1.43

4-（2）雁又川（上西浦橋） 年度平均（年 6 回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 7.40 3.75 6.13 5.67 9.78 4.30 0.48

令和元年度 7.52 37.15 7.78 4.17 11.25 4.92 0.54

令和 2年度 7.33 4.90 6.55 2.33 9.74 5.47 0.62

令和 3年度 7.32 2.50 5.85 2.20 9.98 5.13 0.46

令和４年度 7.47 2.87 6.73 2.00 10.72 4.97 0.52

5 堀越川 年度平均（年 2 回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 7.15 16.20 25.50 16.00 3.35 19.85 1.63

令和元年度 7.15 3.85 9.50 17.00 8.95 4.80 0.43

令和 2 年度 7.25 1.15 4.95 3.00 3.40 0.47 0.07

令和 3 年度 8.05 1.20 5.05 3.50 10.70 0.92 0.09

令和４年度 7.50 3.90 5.95 9.00 10.25 4.60 0.13

6 鴨田川（上流） 年度平均（年 2回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 7.60 4.05 5.50 5.00 11.50 4.50 0.19

令和元年度 8.20 7.80 6.70 3.00 12.50 2.45 0.16

令和 2 年度 8.35 2.50 4.55 8.70 18.00 3.15 0.12

令和 3 年度 8.20 7.80 6.70 3.00 12.50 2.45 0.16

令和 4 年度 8.15 1.30 3.50 1.00 11.50 2.35 0.05
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7 鴨田川（藤ノ木川合流点） 年度平均（年 6回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 10.23 2.65 5.42 2.40 12.82 1.72 0.08

令和元年度 9.70 3.25 7.92 4.83 12.92 1.65 0.10

令和 2 年度 9.43 2.73 5.42 1.60 10.65 2.48 0.14

令和 3 年度 9.58 3.62 7.07 2.50 13.33 2.13 0.38

令和４年度 10.10 3.40 9.53 19.67 13.17 1.90 0.09

8 植田川 年度平均（年 6 回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 7.13 4.43 6.70 7.00 8.67 1.38 0.35

令和元年度 7.40 3.22 7.77 4.17 11.55 1.10 0.39

令和 2 年度 7.40 1.05 6.65 1.00 9.30 1.05 0.67

令和 3 年度 7.25 1.55 6.50 1.50 7.30 1.20 0.39

令和４年度 7.15 2.70 6.45 3.50 10.40 1.30 0.27

9 森孝川 年度平均（年 2 回）

年度 ｐH
ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ ＤＯ 全窒素 全りん

mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l

平成 30 年度 7.15 10.60 12.05 6.50 7.35 9.85 0.97

令和元年度 7.35 5.70 12.50 8.50 9.55 4.45 0.46

令和 2 年度 7.15 4.80 7.65 8.00 8.90 4.00 0.38

令和 3 年度 7.45 5.55 8.90 4.00 8.70 6.55 0.42

令和４年度 7.25 6.65 8.85 6.00 10.50 5.35 0.42

【資料】環境課
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令和４年度 河川水質調査地点

8 植田川

(年 6回)

7 鴨田川下流

(年 6回)

1-(6) 香流川：下川原橋

(年 6回)

4-(2) 雁又川：上西浦

橋(年 6回)

1-(4) 香流川・香桶川合流点

(年 6回)

1-(3) 香流川：湯の花水門

(年 6回)

4-(1) 雁又川：雁又橋

(年 6回)

1-(2) 香流川･神明川合流点

(年 6回)

１-(1) 香流川：砂防公園

(年 2回)

3 東山川(年 2回)

2 神明川(年 2回)
5 堀越川

(年 2回)

9 森孝川

(年 2回)

1-(5)香流川：石田橋
(年 2回)

6 鴨田川上流

(年 6回)

長 久 手 市 全 図



63

2 大気

○ 大気汚染常時監視結果

愛知県、名古屋市、豊橋市、岡崎市及び豊田市は、大気汚染防止法第 22 条の規定に基づき、県内の大気汚染状況

を常時監視しています。

長久手市には、愛知県の測定所が設置されています。設置場所は、長久手中学校の横にあります。

経年変化 （単位：ppm）

平成

24

年度

平成

25

年度

平成

26

年度

平成

27

年度

平成

28

年度

平成

29

年度

平成

30

年度

令和

元

年度

令和

2

年度

令和

3

年度

令和

4

年度

二酸化窒素

0.011 0.011 0.010 0.010 0.010 0.009 0.008 0.007 0.007 0.006 0.007
年間平均

浮遊粒子状物質

0.018 0.021 0.021 0.021 0.019 0.017 0.017 0.017 0.011 0.010 0.011

年間平均

光化学オキシダント

0.034 - 0.032 0.032 0.034 0.032 0.033 0.031 0.032 0.033 0.032

の昼間年間平均

（資料：愛知県環境部）

令和 4年度

二酸化窒素

年

平均値

環境基準との対比

1時間

値の最

高値

98％値評価による日平均

値が 0.06ｐｐｍを超えた日

数

環境基準の達成

状況(長期的評

価）

1日平均値が0.06ｐ

ｐｍを越えた日数と

その割合

1日平均値が

0.04ｐｐｍ以上

0.06ｐｐｍ以下

の日数とその

割合

ｐｐｍ 日 ％ 日 ％ ｐｐｍ 日

0.007 0 0.0 0 0.0 0.050 0 ○

二酸化窒素

環境基準
1時間値の 1日平均値が 0.04ｐｐｍから 0.06ｐｐｍまでのゾーン内又はそれ以下であること。

（昭和 53 年 7 月 11 日環境庁告示）

評価方法
年間における1日平均値のうち低い方から98％に相当するものが0.06ｐｐｍ以下であること。

（昭和 53 年 7 月 17 日付け環大企第 262 号）
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◆ 光化学スモッグ

光化学スモッグは、4月から 10 月にかけて、気温が高くなり、風が弱くて、日差しの強い日に発生しやすくなります。

愛知県では、光化学スモッグ予報等の発令をしております。

※発令基準

予報…オキシダント濃度が 0.08ｐｐｍ以上となり、かつ、気象状況からみて注意報以上の状態が発生することが

予想されるとき

注意報…オキシダント濃度が 0.12ｐｐｍ以上となり、かつ、気象状況からみてその状態が継続すると認められると

き

警報…オキシダント濃度が 0.24ｐｐｍ以上となり、かつ、気象状況からみてその状態が継続すると認められるとき

光化学スモッグが発生した場合に、「眼がちかちかする。」、「のどが痛い。」などの症状がでたときは、洗眼やうがい

を十分に行い、涼しい屋内で休息してください。

（資料：愛知県環境部）

令和 4度

浮遊粒子状物質

年

平均値

環境基準との対比

1日平

均値の

2％除

外値

1日平均値が

0.10ｍｇ/㎥を越

えた日が 2日以

上連続したこと

の有無

環境基準の達成

状況(長期的評

価）

1 時間値が 0.20ｍｇ

/㎥を越えた時間

数とその割合

1日平均値が

0.10ｍｇ/㎥を

超えた日数と

その割合

ｐｐｍ 時間 ％ 日 ％ ｐｐｍ

0.011 1 0.0 0 0.0 0.024 無 ○

浮遊粒子状物質

環境基準

1時間値の 1日平均値が 0.10ｍｇ/㎥以下であり、かつ、1 時間値が 0.20ｍｇ/㎥以下である

こと。

（昭和 48年 5 月 8 日環境庁告示）

評価方法

年間にわたる1日平均値である測定値につき、測定値の高い方から2％の範囲内にあたるものを除外

した値が 0.10ｍｇ/㎥以下であること。

ただし、1 日平均値が 0.10ｍｇ/㎥を超えた日が 2日以上連続しないこと。

（昭和 48 年 6月 12 日付け環大企第 143 号）

令和 4年度

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ

昼間年

平均値

環境基準との対比

昼間の 1時間値が 0.12ｐｐｍ以上と

なった時間数及び日数とその割合

昼間の

1時間

値の

最高値

環境基

準の達

成状況

昼間の 1時間値が 0.06ｐｐｍを越え

た時間数及び日数とその割合

ｐｐｍ 時間 ％ 日 ％ 時間 ％ 日 ％ ｐｐｍ

0.032 373 6.9 81 22.2 0 0.0 0 0.0 0.111 ×

光化学オキシダント

環境基準
1時間値が 0.06ｐｐｍ以下であること。

（昭和 48年 5 月 8 日環境庁告示）

評価方法
年間を通じて 1時間値が 0.06ｐｐｍ以下であること。

ただし、5 時から 20 時の昼間時間帯について評価する。
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○ 愛知県大気汚染測定車による道路沿線調査

愛知県は、長久手市の主要道路周辺における自動車排気ガスの大気汚染への影響を大気汚染

測定車により調査を行いました。

期 間：令和 4年 8月 2日～令和 4年 8月 24日

調査道路：県道力石名古屋線

調査項目：二酸化硫黄（ＳＯ₂），浮遊粒子状物質（ＳＰＭ），光化学オキシダント（Ｏx），一

酸化炭素（ＣＯ），二酸化窒素（ＮＯ₂）

※ 光化学オキシダントについては、昼間（6時から 20時まで）の時間値から算出。

※ 日平均値の最高値は、1日の測定時間が 20時間以上の日の平均値から算出。

SO₂(ppm) SPM(mg/㎥) Ox(ppm) CO(ppm) NO₂(ppm)

期間平均値 0.000 0.017 0.03 0.2 0.008
1時間値の最高値 0.005 0.041 0.076 0.5 0.022
日平均値の最高値 0.001 0.030 0.043 0.4 0.014
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3 騒音

○ 令和 4年度自動車騒音常時監視調査

◆ 自動車騒音常時監視調査

自動車騒音に係る環境基準の達成状況を把握し、自動車騒音に係る要請限度の超過状況を把握するた

め、騒音調査を行いました。

・ 調査結果

・ 評価（LAeq） （注）○要請限度以下 ×要請限度超過

（参考）自動車騒音に係る要請限度 （昼間：7 時から 20 時 夜間：20 時から翌朝 7時）

※ 要請限度とは、自動車騒音がその限度を超えていることにより、道路の周辺の生活環境が著しく損なわれてい

ると認められるときに、市町村長が県公安委員会に道路交通法の規定による措置を執るよう要請する際の限度。

＜自動車騒音に係る環境基準＞

騒音に係る環境上の条件について、人の健康を保護し及び生活環境を保全する上で維持されることが望まし

い基準。

※ LAeq：「等価騒音レベル」（Equivalent continuous A-weighted sound pressure Level）

騒音レベルが、騒音時間とともに不規則かつ大幅に変化している場合に、ある時間内で変動する騒音レベル

のエネルギーに着目して時間平均値を算出したもの。

道路名 調査地点 調査期間

県道力石名古屋線 長久手市杁ケ池 R5.1.19～R5.1.20

瀬戸大府東海線 長久手市岩作東中 R5.1.19～R5.1.20

県道力石名古屋線（杁ヶ池） 瀬戸大府東海線（山野田）

時間帯 昼間 夜間 昼間 夜間

要請限度 75dB 70dB 75dB 70dB

測定結果 72ｄＢ 67dB 67ｄＢ 61ｄＢ

評 価 〇 〇 〇 〇

区域区分 時間の区分
道路に面する区域

幹線道路近接区域
1車線 2車線以上

第 1種低層住居専用地域、第 2種低層住居専

用地域、第 1種中高層住居専用地域及び第 2

種中高層住居専用地域

昼間 65dB 70dB

夜間 55dB 65dB
昼間
75dB

第1種住居地域、第2種住居地域、準住居地域

及び都市計画区域で用途地域の定められてい

ない地域

昼間 65dB 75dB

夜間 55dB 70dB
夜間
70dB

近隣商業地域、商業地域、準工業地域及び工

業地域

昼間 75dB 75dB

夜間 70dB 70dB

地域類型
環境基準 幹線交通を担う道

（LAeq） 路に近接する空間

第 1種低層住宅用専用地域

第 2種低層住宅用専用地域

第 1種中高層住宅用専用地域

第 2種中高層住宅用専用地域

左記のうち、2 車線以上

の車線を有する道路に

面する地域

昼間 60dB 以下

昼間

70dB 以下
夜間
65dB 以下

（全地域共通）

※備考参照

夜間 55dB 以下

第 1種住居地域

第 2種住居地域

準住居地域

都市計画区域で用途地域の定め

られていない地域

左記のうち、2 車線以上
の車線を有する道路に
面する地域

昼間 65dB 以下

夜間 60dB 以下

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

左記のうち、車線を有す

る道路に面する地域

昼間 65dB 以下

夜間 60dB 以下
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4 環境保全関係補助制度

個人居宅に、新たに設置する地球温暖化対策設備に対する補助金を交付します。

令和３年度から補助要綱を一部見直しました。

・補助対象の追加

ZEH※１を対象設備に追加し、住宅の省エネルギー化、再生可能なエネルギーの導入拡大、エネルギ

ーの地産地消、災害時に活用可能な設備導入の促進を支援をより一層促進します。

※１ ＺＥＨとは「ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス」の略称で、快適な室内環境を保ちながら、

住宅の高断熱化と高効率設備により、できる限りの省エネルギーに努めるとともに、太陽光発電

等によりエネルギーを創ることで、1年間で消費する住宅のエネルギー量が正味（ネット）で概ね
ゼロ以下となる住宅のこと。

令和４年度 住宅用地球温暖化対策設備導入促進補助金 実績

※２ ＺＥＨ上乗せ加算：住宅用太陽光発電設備、家庭用エネルギー管理システム（ＨＥＭＳ）に加え、定

置用リチウムイオン蓄電システム又は電気自動車等充給電設備（Ｖ２Ｈ）のいずれか１つを同時設置したう

えで、ＺＥＨに必要な高性能外皮等を同時設置した場合。

5 環境学習の実績

○ ながくて ecoチャレンジ２０２２の実施
２０５０年カーボンニュートラル実現を目指し、市民の環境意識の向上を図るため、なが

くて eco チャレンジ２０２２を実施しました。NO マイカー通勤チャレンジ、省エネ生活チャ

レンジの 2つコースを通じて、環境に配慮した生活に挑戦していただき、達成者には、環境に

良い賞品をお渡しする事業です（ながくてミニ eco チャレンジ２０２２を含む）。

事 業 期 間：令和 4年 6月 1日～令和 5年 1月 31日
エントリー者数：610人

一体的導入
（太陽光発電設

備＋HEMS＋蓄

電地 orV2H)

ＨＥＭＳ
リチウムイオ

ン蓄電池

電気自動車

等充給電設

備(V2H)

ＺＥＨ

（上乗せ）

合計

10,000 円／kw

（4ｋｗ上限）＋

10,000 円＋

50,000 円

10,000 円／件 50,000 円／件 50,000 円／件
50,000 円／件

※2

補助件数

（件）
11 14 14 0 １ 全 35 申請

補助金額

（円）
1,030,000 140,000 700,000 0 50,000 1,920,000
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〇 長久手市市制施行 10周年記念事業 第２９回湿地サミットの開催

「いかに湿地を保護し保全していくか」をテーマに愛知県各地の湿地を紹介し意見情報交換

を行うことにより交流及び知識を深め、湿地保護の検討をするため、湿地サミットを開催し

ました。

日 時：令和 4年 6月 1日（水）
会 場：長久手市文化の家、鯉ヶ廻間上池・下池周辺湿地

参加人数：２４０人（６０団体）

○ 西尾抹茶 SDGｓの会 視察受け入れ

生物多様性保全・ＳＤＧｓの実践を目的とした西尾抹茶 SDGｓの会の視察を受け入れまし
た。

日 時：令和 4年 7月 26日（火）
会 場：二ノ池湿地群

参加人数：19人

○ 生物多様性あいち学生プロジェクト GAIA 湿地保全作業体験

長久手湿地保全の会と共催で、生物多様性の主流化に向けて取材・情報発信を行う県内大

学を中心としたユース団体 GAIAの湿地保全体験を受け入れました。
日 時：令和 4年 8月 9日（火）
会 場：二ノ池湿地群

参加人数：9人

○ ながくて香流川ウォーク ブース出展

香流川を歩いて、川の自然を楽しんでもらう目的で開催されたながくて香流川ウォークに名

古屋 ECO動物海洋専門学校と共同でブース出展を行いました。
日 時：令和 4年 9月 11日（日）
会 場：北小校区共生ステーション

○ あいち自然再生カレッジ「秋の湿地へようこそ」

東部丘陵生態系ネットワーク協議会と共催で、県民を対象に座学と生物多様性モニタリン

グ調査を実施しました。生態系豊かな湿地を保全するための方法について考えるきっかけとな

りました。

日 時：令和 4年 10月 9日（日）
会 場：森の学舎（愛・地球博記念公園内）、鯉ヶ廻間上池・下池周辺湿地

講 師：水岡惠子氏（長久手湿地保全の会）、吉田耕治氏（愛知学院大学）、増田理子氏（名

古屋工業大学教授）、富田啓介氏（愛知学院大学准教授）

参加人数：37人（スタッフ含む）
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○ ポストサミット「秋の湿地を見学しよう」

６月１日に本市で開催した「湿地サミット」の市民への PRのため、長久手湿地保全の会と
の共催で湿地の見学会を実施しました。

日 時：令和 4年 10月 15日（土）、10月 29日（土）
会 場：二ノ池湿地群

参加人数：41人（スタッフ含む）

○ 東小学校ビオトープ勉強会

子供たちにビオトープを通じて、生態系の仕組みや生物多様性を保全する意義を学んでも

らうことで市内にある貴重な自然を保全する意識を高めることを目的に勉強会を開催しまし

た。

日 時：令和 5年 3月 10日（金）
会 場：東小学校体育館

対 象：4年生
講 師：長谷川明子氏（ビオトープ・ネットワーク中部会長）

○ 小学生向けごみ減量出前講座の実施

職員によるごみ減量出前講座

日 時：令和 4年 6月 30日（木）
会 場：市が洞小学校

対 象：4年生
内 容：長久手市のごみと資源

○ 清掃活動

「愛・Ｎクリーン」

日 時：令和 4年 12月 4日（日）
9時 30分から 10時 30分まで

会 場：市内小学校、指定した公園等

参加人数：671人


